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要　　　　旨
山形大学附属中学校の中庭にある岩石教材園を調査し、理科地学分野の岩石教材として
活用するための基礎資料として、岩石分布図、等高線図、岩石試料リストを作成した。岩
石試料は、安山岩、デイサイト、流紋岩、閃緑岩、花崗岩、砂質泥岩、凝灰岩、石灰岩、
片麻岩、大理石（結晶質石灰岩）、スカルン、珪化木、コンクリートからなることが判明し
た。当時岩石教材園の製作、造園に携わった附属中学校理科教諭や石材店からの聞き取り
により、いくつかの岩石試料の由来や産地を推測することができた。
キーワード：岩石園、岩石試料リスト、岩石分布図、等高線図、地学教材
１　はじめに
山形大学附属中学校の理科準備室前の中庭には、多くの岩塊、石材が配置されており　
（図１）、近くに「岩石教材園」の標柱がある（図２）。山形大学附属中学校の沿革には昭和
図１　理科準備室前の岩石教材園
大友　幸子・八木　浩司・土井　正路・土門　直子
２
２
４５年に“六稜園、岩石・植物教材園が完成する。”と記されている（山形大学附属中学校　
２０１５）。
山形大学教育学部附属中学校は昭和４３年（１９６８年）に香澄町から現在の松波地区に移転
している。「附中五十年史」資料編の年表によると、移転前の昭和４１年（１９６６年）に、岩石
教材園が香澄町校舎に整備されている（山形大学教育学部附属中学校　１９９９）。香澄町校舎
の岩石教材園の構想から完成までは、当時の理科教諭の竹田信一氏が附属中学校研究紀要
に、地学教材の指導、教材園としての岩石園、岩石園の造園とその利用について詳細に述
べている（竹田　１９６６）。当時は、５万分の一地形図を用いて、山形市の北西にあたる朝日
町送橋〜相澤にかけての１日野外観察コース（送橋コース）で堆積岩、地層、化石、断層
等の見学を行っていた。送橋コースは、道路を作ったために山の斜面の露出が良好で、４
娃にわたって地層の観察ができた。しかし、　１つのコースで堆積岩、火成岩、変成岩を見
学できないこと、クラブ活動等の少人数の巡検指導ではなく、大人数指導のコースとして
実施できるところは、限られてくるということが課題だった。そのような時期に、“標本箱
に入った小さな標本だけで岩石教材の指導をするのは不十分ではないか”、“地域性から考
えても野外観察だけで多様な岩石の観察も難しい”という当時の事情から、“できるだけ自
図２　標柱に使用されている岩石．
Ａ：標柱南側正面，Ｂ：標柱東側面，石材の種類　１：灰色安山岩，２：凝
灰岩（珪化），３：大理石，４：凝灰岩（野蒜石），５：流紋岩，６：白色花崗
岩，７：赤紫色安山岩，８：黒色安山岩（空隙多い），９：ピンク色の花崗岩
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然に近い環境で、基本的な岩石教材の指導ができるものとして岩石園が求められた”とあ
る。当時は、各地で岩石教材園や地質岩石園が造園されていて、中学校理科における地学
としての岩石、地質学習が再検討されていたようである。
香澄町校舎に完成した最初の岩石教材園は、入り口に標柱があり（「附中五十年史」の４７０
ページの旧校舎中庭の写真）、火成岩、堆積岩、変成岩領域を区切った、陳列式の平面配置
の形式で造園されている（竹田（１９６６）の第６図）。理科室の南側に造園され、上履きのま
ま岩石教材園での学習ができ、自由にさわってみたり、一部の試料はハンマーで砕いてみ
たりすることができるものだった。
現在の岩石教材園は、理科室の前にあるため、授業中に容易に岩石の観察ができること
は香澄町校舎と同じ状況であるが、岩石試料の配置されている中庭の保全状況を見ると、
夏には草が生い茂り、近年はあまり活用されていないように見える。香澄町校舎では、火
成岩・堆積岩・変成岩と区分した陳列型の配置であったため、すぐに教材として観察でき
たのだろう。また、その当時は岩石教材園を企画して試料を採集し、造園に関わった理科
教諭が在籍していたため、地学教材として活用されていたと考えられる。しかし、現状は、
岩石区分ごとの陳列配置ではなく、いろいろな岩石が全体に散らばって配置されている状
態である。岩石教材園作成に関わった教員が転出するとともに、“どのような岩石がどこ
に配置しているか？”ということがわからなくなったことが、岩石教材として使用すると
きの問題点の１つだったのではないかと推定される。
現在の岩石教材園を活用しやすくする方法として、岩石試料を香澄町校舎の時代のよう
に岩石区分ごとに並べ替えることも１つの方法である。一方、現在の試料配置を生かし
て、岩石教材園の試料を直接観察し、その中から火山岩や深成岩等を探し出すという学習
ができる。そのためには、岩石教材園内にどのような岩石がどこに配置しているかという
基礎的な情報を整備することが必要となる。
そこで、今回、小型無人機（smal unmanned Aerial Vehicle。ドローン。以降UAV）を
使用して岩石分布図を作成した。それをもとに８３個の岩石試料リストを作成した。
２　等高線図、岩石分布図、岩石試料リストの作成方法
岩石分布図、等高線図を作成するために、　UAVのPhantom4を使用して空中写真撮影
を行った。附属中学校はUAVの許可申請が必要な市街化地域のため、UAVをたこ糸でつ
ないで作業補助者がコントロールしながら高さ約２ｍ前後を飛行させ、岩石教材園を含む
約８ｍ×６ｍの範囲で１０６枚の写真を撮影した。　撮影は、雪が溶け草がほとんど無かった
２０１７年４月４日に実施した。
撮影画像１０６枚からSfM（Structure from Motion）（Agisoft社製 Photoscan）を用いて岩
石教材園全体のモザイク画像と数値表面モデル（Digital Surface Model:DSM）を作成した
後、岩石教材園の中の岩石試料の位置や大きさが個々に把握できる図として、２．５唖間隔の
等高線図を作成した（図３、４）（等高線図は、授業で生徒が現在どの岩石を観察している
のか確認したり、岩石ごとに塗色したりするための記載用に使用できる）。
実施に当たって測量座標系はローカル座標系とし、岩石教材園の外の理科準備室前に原
点を置いた。東西及び南北方向をＸ、Ｙ軸とした。岩石園内の参照点６点と原点間は、短
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区間であるためオートレベルと巻尺によって原点からの距離、角度、比高を算出した。Ｓ
ｆＭでの処理に際して、各参照点の座標値を与えてＤＳＭを作成した。
岩石試料リスト（表１）作成に当たっては、まず岩石教材園の岩石試料に番号を付して、
モザイク画像に番号を書き込み、岩石試料の分布図を作成した（図３）。今後人為的に移動
されても、分布図のどの試料であったかがわかるように、岩石試料各１個について、試料
全体の写真と岩相の接写写真を撮影した。そして岩石名のほか、斑晶や有色鉱物の種類、
岩相や岩石の構造など、判明したものは産地の情報を記載した。産地については、竹田
（１９６６）に記述されている、香澄町校舎で岩石教材園造園の時に収集された岩石試料産地を
参考として、試料の形状や岩相から産地を推定した。また、後述する竹田信一氏、石沢光
弘氏からの聞き取り調査により産地や由来が判明したものもある。
３　附中五十年史の記述および竹田信一氏、石沢光弘氏からの聞き取り調査
1　附中五十年史のなかの岩石教材園の記述について
平成１１年（１９９９年）に山形大学教育学部附属中学校は創立５０周年を記念して附中五十年
史を発刊した。その中の第１章第３節　６新営校舎内外の環境整備（２）手造りの　理科
教材園のところに、岩石教材園の造営について記述されている。以下に一部引用する。
図３　岩石試料分布図（岩石教材園のモザイク画像）．岩石試料の番号（№１〜８３）は表１に対応する．
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図４　岩石教材園の等高線図．等高線間隔は２．５尺．
2　手造りの　理科教材園
これについて竹田信一教諭は次のように述べている。
「植物や岩石等の教材が身近にあったらいいなーと、理科教師の手作業で教材園を作る
ことになった。それは香澄町から松波に移転する年のことである。
（中略）
当時そこは、石置き場と言っていいほど石だらけのところだった。不必要な石を除去す
るだけでも大仕事であった。平らにならしてブロックで仕切って岩石園と植物園とし、そ
れをいくつかに区画して形を整えた。
次に教材園に配置するものを集めなければならない。
（中略）
岩石も集めた。と言っても、重くて運ぶのが難しかったので、石屋さんに協力を頼んだ。
できるだけ山形県に産出するもので、標準に近いもの、大きいものを条件にした。火成岩、
堆積岩、変成岩の代表的なものを可能な限り探し回った。岩石園に立っている標柱は、造
園に関わって採集した主な岩石をはめ込んで作っていただいた、いわば思い出の標本であ
る。」
当初岩石教材園の岩石試料リストを作成した後に、附中五十年史の中の、上記の記述を
読み、竹田信一氏に会って、岩石教材園を作ったときのお話しをお聞きしようと考えた。
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3　竹田信一氏の聞き取り調査
竹田信一氏は昭和３８年から５７年に附属中学校の理科教員として在籍しており、昭和４１年
（香澄町校舎）、昭和４５年（松波現校舎）の岩石教材園の作製当時のことについて以下のよ
うに語られた。なお、（＊）は、現在の状況や筆者の考察を記した。
・　当時、香澄町校舎の時代から山中仁一先生（昭和２３−４８年在籍）と岩石教材園作りに
取りかかり、のちに逸見正季教諭（昭和４３−５３年在籍）も加わった。
・　香澄町校舎で最初の岩石教材園を作るに当たって、大阪府堺市の中学校に見学に行っ
た。たいへん立派な鑑賞用の岩石園であった。ここで、附中の岩石教材園は、鑑賞用で
はなく、教材園として利用することや生徒が自由に出入りできるものにしたいと考え
た。
・　香澄町校舎では火成岩、堆積岩、変成岩の区分けをして、岩石を配置した。（＊現在
は、当時の岩石ごとの配置に一部名残が見られるが、岩石区分ごとの配置はされていな
い）
・　玄武岩、安山岩、流紋岩は庄内から採取してきたものがある。（＊玄武岩は温海に行っ
たときに採取していると言うことなので、ドレライト（粗粒玄武岩）と考えられるが、
現在の岩石試料の中には見つからない。安山岩、流紋岩は、山形市周辺の河床礫等と類
似したものが多い）
・　凝灰岩は、山寺に行ったときに、崩れた石塀の石をもらってきた。石屋さんからも
らったものもある。
・　千歳山で柱状節理の形のものを採集した。万松寺の近くだったと思う。（＊万松寺門
前に柱状節理の露頭がある。ここから採取したものが竹田（１９６６）の流紋岩産地、熊前
産（山形）と記述されたものに相当する。その他千歳山が産地と思われる流紋岩試料が
ある）
・　石屋さんは三日町の石光さんである（現在の石光石材店）。主に石光さんの石で標柱を
作ってもらった。（＊ここは、附中五十年史の記述“岩石園に立っている標柱は、造園に
関わって採集した主な岩石をはめ込んで作っていただいた”とやや異なっている。たと
えば、竹田氏は花崗岩試料について“ピンク色の花崗岩”の存在を語っており、岩石教
材園にはなかったが、標柱にはめ込まれていた。後述の聞き取りにより、石光石材店が
当時取り扱っている花崗岩には、このピンクの花崗岩に相当する石材はなかった）。　そ
の他の石材店からもいくつか試料をもらった。
・　片麻岩は石光さんにもらった。長野県産である。ほかに石畳にしく石材の長野県産鉄
平石ももらった。（＊片麻岩は薄い花崗岩脈が入った縞状片麻岩で、長野県産というこ
とから領家変成帯の片麻岩と考えられる。鉄平石は、岩石教材園の試料には板状の安山
岩がないので、標柱に使われた薄いものの可能性がある）
・　真っ白な大理石は川崎電気（現在の株式会社かわでん）からもらった（＊株式会社か
わでんに電話してお聞きした。当時は絶縁材として用いるために山口県から汽車で運ん
でいたとのこと。なお、スカルンがこの大理石とともに産出するのではないかと推定し
てお聞きしたが、不明であった）。
・　当時は、平らな石（№１６，１７）の上で、生徒たちが三つ並べや将棋をして遊んでいた。
岩石教材園には生徒たちが気軽に出入りしていた。№１６は、墓石用の石材を磨いても
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らったもの。
・　香澄町校舎でつくった岩石教材園の岩石試料は、標柱といっしょにすべて現在の岩石
教材園に持ってきた。竹田（１９６６）に記載されている岩石試料産地は、教員が採取した
ものと石材店にもらったものの両方が記載されている。
4　石澤光弘氏の聞き取り調査
竹田信一氏の聞き取り調査で、岩石教材園の造園と標柱の製作に関わった石材店が石光
石材店であることが判明した。現在の石光石材店主の石澤光弘氏（三代目）に聞き取り調
査を行った。
・　昭和４３、４５年に附属中学校の岩石教材園の造園に関わったのは、石澤光弘氏の父（二
代目）と考えられる。
・　先代の頃は、福島県産の花崗岩等を多く取り扱っていた。
・　岩石教材園の花崗岩や閃緑岩は、石材店から提供された試料かどうかは不明。
・　標柱の“ピンク色の花崗岩”については、当時石光石材店で取り扱っていた花崗岩に
は相当するものがない。
・　標柱にはめ込まれている黄色のぼろぼろ崩れている堆積岩は、“野蒜石”ではないか。
石置き場に今でもあり、昔はかまど等を作っていたようだ。
（＊標柱の岩相を観察し、web上で石材店などの野蒜石の画像を確認して、野蒜石と推定し
た）
・　柱状節理の石材は石柱として使われる山寺産のものである。
４　考　　　察
標柱、岩石試料を観察し、標柱の試料については主に岩石名（または石材名）を、岩石
試料については表１の岩石試料リストにまとめた。
当初は、附中五十年史に書かれている山形県に産出するものが中心で、また山形市周辺
の岩石を集めたものと予想していたが、竹田（１９６６）や聞き取り調査から片麻岩（長野県）、
砂質泥岩（宮城県）、大理石（山口県）等県外の試料もあることがわかった。
1　標柱の岩石
標柱の南側正面と東側面に使用されている石材について、図２に岩石名を示した。安山
岩は、赤紫色、灰色、黒色のものが使用されている。花崗岩は、白色の粗粒〜中粒のもの
の他に、東側面の下の方にピンク色の花崗岩が使用されている。竹田信一氏の聞き取りの
時にも、当時の記憶としてピンク色の花崗岩の存在を語られていた。石光石材店以外の石
材店からも試料の一部をいただいたという記憶があるそうで、その産地は判明していな
い。そのほか、流紋岩、凝灰岩、大理石が使用されている。凝灰岩は、空隙の多い、少量
岩片を含むものと、黄色で風化して浸食されているもの２種類がある。岩相から後者は野
蒜石と考えられる。
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2　岩石教材園の岩石試料
岩石教材園の岩石について、岩石区分ごとに簡単に肉眼観察結果を記載し、産地の推定
されるものについては記述する。竹田（１９６６）に記載されている香澄町校舎岩石教材園の
岩石試料は、産地も考慮すると現在の岩石教材園にはないものがある。　
1　火成岩類
①　安山岩（№１−４，６，７，１０，１２，１５，３５，６３−６６，７１，７４，７５，７８，７９，８２，８３）
主に輝石安山岩で、黒灰色、黒色、赤紫色のものがある。竹田（１９６６）では安山岩の産
地は福島県産、馬見ヶ崎川原産、蔵王産と記している。河床礫の形状のものがほとんどで
あることから、これらは馬見ヶ崎川原産、扇状地礫と考えられる。斜長石の斑晶が見られ
る試料が多く、輝石斑晶も見られる。斑晶量が少ないものもある。表面が風化して、斑状
構造がみえにくいものもある。赤紫色のものは溶岩が固結時に高温酸化したものである。
②　デイサイト（№１６，１９，２１，３６，５０，６９，）
斜長石の斑状構造が見られるが、斑晶は少ない。石材の形状のもの（№１６は、墓石用の
石材だった）や、柱状節理の形状のもの（№６，５０，５６）もある。竹田（１９６６）では、柱状
節理を持つ流紋岩試料は、産地を山寺産と熊前産と記述している。千歳山の万松寺の近く
で採取された熊前産のものは流紋岩であるが、それに相当する試料は岩石教材園には現在
見つからない。柱状節理の形状がわかる試料の山寺産のものは、山寺層に貫入したデイサ
イト貫入岩が起源と考えられる。山形県地質図（１０万分の１）説明書によると、「竿石（山
寺石）」と呼ばれ、山寺周辺や近隣地で利用されている（山形応用地質研究会　２０１６）。なお、
竹田（１９６６）では流紋岩としているが、山寺産はデイサイトである。
③　流紋岩（№１８，３０，４３，４６，５２，５５，５６，６２，８０）
石英の斑晶が見られる。白色の塊状のもの、緑色を帯びるものがあり、前者には赤褐色
の鉄酸化物の縞やシミが多い。竹田（１９６６）には、流紋岩の産地は山寺産、長谷堂産、熊
前産と記載されている。石材の形状の試料のうちいくつかは緑色のハイアロクラスタイト
で、長谷堂産と推定される。その他の流紋岩は、山形盆地周辺の塊状の流紋岩と考えられ
るが詳細な産地は不明である。　
④　閃緑岩（№５，１３，３９，４９，８１）
中粒で有色鉱物（角閃石、黒雲母）が多い。竹田（１９６６）では、閃緑岩の産地は福島県
産と関根産と記されている。竹田氏の聞き取りでは、関根での閃緑岩の採取の記憶は無い
という。石光石材店で見せていただいたハンレイ岩、閃緑岩は岩相が異なっているが、岩
石が風化していないことから閃緑岩試料は、石材由来（福島県産か？）であると推定され
る。
⑤　花崗岩（№２０，２２，２３，４０−４２，４８，５７−６０）
竹田（１９６６）では、花崗岩の産地は茨城県稲田産、馬見ヶ崎川原産と記されている。試
料は粗粒の黒雲母花崗岩や角閃石黒雲母花崗岩で、優白質岩が多い。馬見ヶ崎川流域に分
布する花崗岩は粗粒塊状の黒雲母花崗岩であり（山形応用地質研究会　２０１６）、試料のなか
の風化していない花崗岩（特に石材由来と考えられるもの）とは岩相が異なる。円礫状の
ものは馬見ヶ崎川原産、それ以外で、風化していないものは茨城県産の石材（稲田花崗岩）
と推定される。
⑥　ペグマタイト（№２９）
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１個だけ、ペグマタイト（巨晶花崗岩）があり、産地は不明である。
⑦　香澄町岩石教材園には宮城県産の玄武岩があったようだが（竹田氏によると石材店か
らもらったもの）、現在見つからない。
2　堆積岩類
①　砂質泥岩（№１７）
竹田（１９６６）では、宮城県石巻産の粘板岩。約１５０唖×８０唖の大きな石材である。暗灰色
の泥岩と、淡灰色の泥岩が２〜３亜で細かく互層している。層理面は石材の大きい面（上・
下面）に垂直である。この試料は、宮城県石巻市産の硬質な堆積岩石材である「井内石」
である。井内石石材は、南部北上帯に分布する三畳系稲井層群伊里前層の砂質泥岩を切り
出した石材である（滝沢ほか　１９８４）。東北・関東地方のほか、北海道から西は岡山県まで
確認され、石巻地域では鎌倉時代から使用されており、古いものでも風化作用を受けてい
ないので、石碑として利用されることが多い（高橋・赤司　２０１６）。
②　石灰岩（№３４）
産地不明の、空隙の多い石灰岩試料が１個ある。国内の古生代や中生代石灰岩ではない
と思われる。
③　凝灰岩（№８，９，１４，２４−２８，３１−３３，４７，５１，５４，７７，）
竹田（１９６６）では、凝灰岩は栃木県産、宮城県松島産、県内の中川産、楯岡産、山寺産
と記されている。岩石試料は数㎜〜数㎝の岩片が多く含まれ、一部軽石も含まれる。岩質
はもろく、石材状の角張った形をしている。石材状の角張った形のもののいくつかは、割
ると緑色の新鮮な岩相が現れ、栃木県産の大谷石かもしれない。竹田信一氏の聞き取りに
よると、「山寺に行ったときに、崩れた石塀の石をもらってきた」という採集状況から、凝
灰岩の多くは山寺層の凝灰角礫岩〜火山礫凝灰岩の石材と考えられる。宮城県松島産のも
のは標柱の野蒜石で、おもに県外産は石材店からいただいたものだということである。
④　その他、竹田（１９６６）に記述のある堆積岩として、砂岩（県内の袖崎産、大谷産）、頁
岩（県内の送橋産）、礫岩（北海道産、県内の平産）があるが、今回の調査では見つから
なかった。
3　変成岩類
①　片麻岩（№１１，３８）
数亜〜数唖の花崗岩脈が注入した泥質の縞状片麻岩である。竹田（１９６６）に記述のある
片麻岩は県内の関根産と記されているが、聞き取り調査では関根で採集した記憶は不明と
のことで、石材店から長野県産ものをいただいたということを記憶しておられた。長野県
産であれば、領家帯高変成度部の変成岩類のものと考えられる。
②　大理石（№４５，５３，６７，６８，７０，７２，７３）
数亜の劈開の発達する粗粒方解石からなる結晶質石灰岩。竹田（１９６６）に記述のある大
理石は山口県産と県内の関根産と記されている。竹田信一氏、株式会社かわでんの聞き取
りから、ほとんどが山口県産の大理石と考えられる。山口県には、古生代石炭紀・ペルム
紀の秋吉帯の石灰岩が分布し、石材として採掘されている。
③　スカルン（№７６）
スカルンは、石灰岩や苦灰岩の中の不純物や、マグマとの間の交代作用（元素のやり取
り）で、Caを含む珪酸塩鉱物等のスカルン鉱物が生じたものである。№７６は、白い方解石
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の中に褐色の数唖の層状部があり、ベスブ石等がみられる。竹田（１９６６）に記述のある大
理石は山口県産と県内の関根産と記されており、増川ほか（２００７）によると、大理石に伴っ
てスカルン鉱物の産出が報告されていることから、スカルンは関根産ではないかと推定さ
れる。
4　その他（化石、人工石）
①　珪化木（№３７）
木の細胞壁・細胞中に珪酸溶液がしみこんで珪酸が置換、沈殿した植物化石で、県内の
中新世の地層から産出するので、山形県内から採取された可能性が高い。
②　コンクリート（№４４，６１）
数唖の亜円礫を骨材として含むコンクリートが２個あった。
５　あとがき
今回、岩石教材園の標柱、岩石試料を観察し、岩石試料リストと分布図を作成した。作
成前は、附中五十年史に書かれているように山形県に産出するものが中心で、また山形市
周辺の岩石を集めたものと予想していたが、片麻岩、花崗岩、砂質泥岩、大理石、石灰岩
等県外の試料もあることがわかった。産地が確定できない試料もあるが、竹田（１９６６）と
竹田信一氏、石澤光弘氏、株式会社かわでんからの聞き取りにより、いくつかの試料は産
地が推定できた。
今回作成した資料を活用して、２０１７年１０月上旬に附属中学校で１年生の「火山活動によ
る火成岩のつくり」で、岩石教材園を活用した授業が筆者の土門直子により行われた（土
門・大友　２０１７）。前時に理科室において安山岩、花崗岩、流紋岩の標本で斑状構造、等粒
状構造、構成鉱物等を観察し、次の授業では岩石教材園で安山岩、花崗岩、流紋岩を判別
して各岩石の分布図（等高線図を使用）を完成させるという内容である（図５）。　
今回、附属中学校の岩石教材園の基礎資
料整備を行ってみて、授業等で活用される
ことで、岩石教材園が生徒にとってより身
近なものになるのではないかと考えた。ま
た、今回の報告を、岩石教材園の資料を整
備したいと希望する他の学校で参考にして
いただくとともに、資料作成の要望が寄せ
られることを願っている。
図５　授業で等高線図を活用して花崗岩，流紋岩，
安山岩を塗色した岩石マップ
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表１　岩石試料リスト（各試料の位置は，図３参照）
1
2
3
4
5
6
安山岩（黒灰色）
斜長石（白），輝石（黒）
の斑晶．地衣類（白い
円斑状）で岩相は見に
くい．
安山岩（黒色）
斜長石（白），輝石（黒）
の斑晶．地衣類（白い
小円斑状）が表面につ
いている．
安山岩（黒色）
斜長石（白），輝石（黒）
の斑晶．
安山岩（黒色）
斜長石（白），輝石（黒）
の斑晶．
細粒閃緑岩
有色鉱物（黒雲母，角
閃石）が多い．
安山岩（黒色）
斜長石（白），輝石（黒）
の斑晶．
岩石No 岩石名等 全体写真 岩相写真
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１２
１２
7
8
9
10
11
12
安山岩（黒灰色）
斜長石（白），輝石（黒）
の斑晶．円形の包有物
（玄武岩質？）を含む．地
衣類（白い円斑状）あり．
緑色凝灰岩
黒色，緑色，白色の岩片
を含み，斜長石，石英結
晶や繊維状に伸びた
軽石が入っている．
凝灰岩
軽石，岩片が入ってい
る．
安山岩（赤褐色）
斜長石（白），輝石（黒）
の斑晶．石基は高温酸
化で生じた赤鉄鉱を含
むので，赤褐色を呈す
る．
縞状片麻岩
泥質の高温低圧型変
成岩．
花崗岩脈が注入して，
縞状構造を持つ．
安山岩（黒色）
斜長石（白），輝石（黒）
の斑晶．地衣類（白い
円斑状）で岩相は見に
くい．
岩石No 岩石名等 全体写真 岩相写真
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１３
１３
13
14
15
16
17
18
細粒閃緑岩
凝灰岩
軽石，岩片が入ってい
る．
安山岩（黒灰色）
斜長石（白），輝石（黒）
の斑晶．
デイサイト石材
斜長石，有色鉱物（少
ない）の斑晶を含む．
井内石（稲井石）
宮城県石巻市の堆積岩石
材で，石碑として使われるこ
とが多い．南部北上帯の三
畳紀の稲井層群伊里前層
の砂岩泥岩互層.泥層は
暗灰色，砂岩は淡灰色(岩
相写真縦方向に互層）
流紋岩
石英斑晶が確認できる．
褐色部は鉄酸化物の
沈着．
岩石No 岩石名等 全体写真 岩相写真
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１４
１４
19
20
21
22
23
24
デイサイト（山寺石）
斜長石と有色鉱物の
斑晶を含む．
柱状節理の69と同じ
岩相．
粗粒花崗岩
有色鉱物は黒雲母．こ
の岩石は，優白質部と
黒雲母の多い部分の
境界部．
デイサイト
粗粒花崗岩
有色鉱物は黒雲母．
粗粒花崗岩
有色鉱物は黒雲母．
凝灰岩
灰色，茶色の岩片と，繊
維状軽石を含む．
　　　　　　　　　
　　　　　
岩石No 岩石名等 全体写真 岩相写真
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１５
１５
25
26
27
28
29
30
凝灰岩
灰色，茶色の岩片と，繊
維状軽石を含む．
28と同じ岩相．
凝灰岩
岩片と，繊維状軽石を
含む．
凝灰岩
岩片と，繊維状軽石を
含む．
凝灰岩
灰色，茶色の岩片と，繊
維状白色軽石を含む．
25と同じ岩相．
ペグマタイト（巨晶花崗
岩）
白色部は石英，淡紅色
部はカリ長石．
流紋岩
緑色のハイアロクラス
タイト．石英，斜長石結
晶を含む．空隙が多い．
43，46と同じ岩相．
岩石No 岩石名等 全体写真 岩相写真
大友　幸子・八木　浩司・土井　正路・土門　直子
１６
１６
31
32
33
34
35
36
凝灰岩
軽石，岩片を含む．
凝灰岩
軽石，岩片を含む．
凝灰岩
軽石，岩片を含む．
石灰岩
空隙が多い．
安山岩（赤褐色）
斜長石（白），輝石（黒）
の斑晶．石基は高温酸
化で生じた赤鉄鉱を含
み、赤褐色を呈する．
デイサイト（山寺石）
柱状節理
岩石No 岩石名等 全体写真 岩相写真
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１７
１７
37
38
39
40
41
42
珪化木
断面に，年輪が縞状に
見える．
片麻岩
泥質の低圧高温型変
成岩．
花崗岩脈が注入して，
縞状構造を持つ．
優黒質中粒閃緑岩
粗粒花崗岩（稲田花崗
岩）
有色鉱物は主に黒雲
母．
粗粒花崗岩（稲田花崗
岩）
有色鉱物は主に黒雲
母．
粗粒花崗岩（稲田花崗
岩）
有色鉱物は主に黒雲
母．
岩石No 岩石名等 全体写真 岩相写真
大友　幸子・八木　浩司・土井　正路・土門　直子
１８
１８
43
44
45
46
47
48
流紋岩
石英の斑晶．石基は緻
密．空隙が多い．30，46
と同じ岩相．
コンクリー ト
大理石
細粒の方解石からなる．
流紋岩
石英の斑晶．石基は緻
密．空隙が多い．30，43
と同じ岩相．
凝灰岩
軽石，岩片を含む．
粗粒花崗岩
有色鉱物は黒雲母、角
閃石．
岩石No 岩石名等 全体写真 岩相写真
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１９
１９
49
50
51
52
53
54
細～中粒閃緑岩
デイサイト（山寺石）
柱状節理
凝灰岩
軽石，岩片を含む．
流紋岩
石英，斜長石，黒雲母
の斑晶を含む．褐色部
は鉄酸化物の沈着．
大理石
中粒の方解石からなる．
原岩は石灰岩中に不
規則に苦灰岩がはいっ
たもの．黒色の部分が
苦灰岩質部．
凝灰岩
軽石，岩片を含む．
岩石No 岩石名等 全体写真 岩相写真
大友　幸子・八木　浩司・土井　正路・土門　直子
２０
２０
55
56
57
58
59
60
流紋岩
赤紫色で，流理構造を
持つ．石英の斑晶あり
（ごく少ない）．褐色部は
鉄酸化物の沈着．
流紋岩
石英、斜長石の斑晶含
む．褐色部は鉄酸化物
の沈着．
粗粒花崗岩（稲田花崗
岩）
有色鉱物は主に黒雲
母．
粗粒花崗岩（稲田花崗
岩）
有色鉱物は主に黒雲
母．
粗粒花崗岩（稲田花崗
岩）
有色鉱物は主に黒雲
母．
粗粒花崗岩（稲田花崗
岩）
有色鉱物は主に黒雲
母．　　　　　　　　
　　　
岩石No 岩石名等 全体写真 岩相写真
附属中学校の岩石教材園
２１
２１
61
62
63
64
65
66
コンクリー ト
流紋岩
石英，黒雲母の斑晶が
非常に多い．
安山岩（黒色）
斜長石（白），輝石（黒）
の斑晶．
安山岩（黒色）
斜長石（白），輝石（黒）
の斑晶．気泡の小さい
空隙多い．
安山岩（黒灰色）
斜長石（白），輝石（黒）
の斑晶．
安山岩（黒灰色）
斜長石（白），輝石（黒）
の斑晶．円形の包有岩
含む．　　　　　　　
　　　　　　　　　
　　　　　　　
岩石No 岩石名等 全体写真 岩相写真
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２２
２２
67
68
69
70
71
72
大理石
中粒の方解石からなる．
大理石
粗粒の方解石からなる．
方解石の劈開が顕著．
デイサイト（山寺石）
柱状節理
19と同じ岩相．
大理石
粗粒の方解石からなる．
方解石の劈開が顕著．
安山岩（黒色）
斜長石（白），輝石（黒）
の斑晶．
大理石
粗粒の方解石からなる．
方解石の劈開が顕著．
　　　　　　　　　
　　　　　　　　　
　　　　　　　
岩石No 岩石名等 全体写真 岩相写真
附属中学校の岩石教材園
２３
２３
73
74
75
76
77
78
大理石
粗粒の方解石からなる．
方解石の劈開が顕著．
安山岩（黒灰色）
斜長石（白），輝石（黒）
の斑晶．
安山岩（黒灰色）
斜長石（白），輝石（黒）
の斑晶．
大理石スカルン
粗粒の方解石からなる．
褐色層状に挟在してい
る部分がスカルン（苦
灰岩質？）．
凝灰岩
石英，斜長石，繊維状
軽石を含む．岩片は少
ない．
安山岩（黒色）
斜長石（白），輝石（黒）
の斑晶．　　　　　　
　　　　　　　
岩石No 岩石名等 全体写真 岩相写真
大友　幸子・八木　浩司・土井　正路・土門　直子
２４
２４
79
80
81
82
83
安山岩（赤紫色）
斜長石（白），輝石（黒）
の斑晶．
流紋岩
表面が風化していて岩
相がわかりづらい．
中粒閃緑岩
安山岩（黒色）
斜長石（白），輝石（黒）
の斑晶．径0.5ｃｍの大
きめの斜長石斑晶も見
られる．
安山岩（黒色）
斜長石（白）・輝石（黒）
の斑晶．
岩石No 岩石名等 全体写真 岩相写真
附属中学校の岩石教材園
２５
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Summary
Yukiko Ohtomo1),Hiroshi Yagi1), Masamichi Doi2), Naoko Domon2) 
Creation of a distribution map, contour map, and list of rock samples 
present in the rock garden at Junior High School of Yamagata 
University as teaching material
A rock distribution map, contour map, and sample list of the rock garden that is present 
in the courtyard of Junior High School of Yamagata University were  prepared to be 
applied as teaching material in the field of earth sciences． It was observed that the 
samples in the rock garden comprised andesite, dacite, rhyolite, diorite, granite, limestone, 
marble (crystaline limestone), skarn, mudstone, tuf, silicified wood, and concrete．We 
could infer the origin of many of these samples by interviewing the science teacher who 
created the rock garden and by analyzing the current contents of the stone shop, which 
was used to create the rock garden on that occasion.
Keywords: rock garden, rock sample list, rock distribution map, contour map, earth 
science teaching material
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2）Junior High School of Yamagata University
